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 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた保育
現場では、保育者たちが厳しい状況の中でも新し
い秩序と感覚を模索しながら⽇々の実践に向き合
ってきました。その⼀⽅で、保育の量的拡充が⼀
段落した今、保育の「質」を問う新たなステージ
への転換期を迎えています。

［開催概要］
イベント名：アップデートフォーラム2025北海道
テーマ：Rückblick〜海外の保育事情を捉えて⽇本の保育のポテンシャルを⾒つめ直す〜
⽇時：2025年1⽉17⽇（⾦曜⽇）9:00〜20:00・2025年1⽉18⽇（⼟曜⽇）9:00~14:00
会場：北海道⽂教⼤学、学校法⼈リズム学園運営施設、他
参加費：5,000円（事前申込制）
主催：アップデートフォーラム実⾏委員会
後援：恵庭市・恵庭市教育委員会・恵庭商⼯会議所
申し込み：https://select-type.com/ev/?ev=zIjUHn9MdhU

［プログラム］
1⽇⽬

公開保育（学校法⼈リズム学園運営園）
エクスカーション（恵庭市・北広島市、札幌市）
基調講演（北海道⽂教⼤学）

2⽇⽬
分科会①〜⑥（北海道⽂教⼤学）

［申し込み］
事務局：学校法⼈リズム学園Glocal推進室
glocal_rizumu@eniwayouchien.com （担当：⽯井、髙橋）

プレスリリース

保育の未来を考える場
アップデートフォーラム2025北海道開催

今回の「アップデートフォーラム2025北海道」で
は、「Rückblick〜海外の保育事情を捉えて⽇本の
保育のポテンシャルを⾒つめ直す〜」をテーマ
に、国内外の事例や研究成果をもとに保育の本質
について考えます。海外の保育事情を学び、⽇本
の保育が抱える可能性や課題を再確認すること
で、より質の⾼い保育を実現するための視点を提
供します。


